
    
 

                    

     

〈
開
催
地
〉
熊
本
県
山
都
町 

 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会
か
ら
高
橋

孝
行
、
村
雲
伸
一
、
原
田
英
史
、
松
下 

誠
、

小
山
舜
二
の
五
名
が
参
加
。
全
国
の
棚
田

衆
と
年
に
一
度
の
顔
合
わ
せ
に
心
を
馳

せ
た
。 

 

我
が
家
を
朝
、
五
時
に
出
発
。
十
時
五

十
分
か
ら
の
基
調
講
演 

講
師:

熊
本
大

学
教
授 

吉
村
豊
雄
氏 

演
題
：
「
棚
田
の

歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
～
白
糸
台
地
の
棚

田
か
ら
見
え
て
き
た
も
の
～)

に
余
裕
を

も
っ
て
参
加
す
る
事
が
で
き
た
。 

午
後
は
事
例
発
表
「
菅
棚
田
及
び
白
糸

台
地
棚
田
の
取
組
み
」
事
例
①
「
文
化
的

景
観
保
全
と
地
域
づ
く
り
」
②
～
自
主
的

な
む
ら
づ
く
り
の
実
践
～
「
山
里
の
や
す

ら
ぎ
」
の
提
案
と
題
し
て
地
元
か
ら
の
発

表
が
あ
っ
た
。
分
科
会
は
①
地
域
が
守
る

棚
田
の
保
全
と
活
用
②
棚
田
が
育
み
続

け
る
自
然
と
機
能
③
棚
田
景
観
を
活
か

し
た
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
④
棚
田

を
未
来
に
引
き
継
ぐ
主
体
と
方
法
の
四

分
科
会
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
会
場
で

行
わ
れ
た
。
我
々
、
保
存
会
全
員
が
第
二

分
科
会
に
参
加
。
内
容
が
「
生
き
も
の
教

室
」
的
に
終
始
し
た
感
が
あ
り
、
質
疑
の

折
り
「
主
題
の
棚
田(

サ
ミ
ッ
ト)

が
見
え

て
こ
な
い
。
棚
田
が
土
生
く
む
生
き
も
の

と
共
生
し
た
米
づ
く
り
、
生
き
も
の
の
役

割
、
生
物
多
様
性
」
な
ど
肝
心
要
の
棚
田

と
生
き
も
の
と
の
結
び
つ
き
が
希
薄
で

あ
る
と
発
言
し
て
し
ま
っ
た
。 

 

交
流
会
は
体
育
館
を
会
場
に
地
元
住

民
や
料
理
組
合
総
出
の
地
産
料
理
や
地

元
芸
能
が
次
々
と
披
露
。
特
産
の
赤
牛
を

た
ら
ふ
く
頂
き
な
が
ら
心
地
良
い
交
流

会
を
味
わ
っ
た
。 

                    

宿
泊
は
国
民
宿
舎
で
隣
室
の
新
生
ふ

る
き
ゃ
ら
の
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

―
ひ
ら
つ
か
順
子
さ
ん
と
石
井
里
津
子

ラ
イ
タ
ー
を
お
呼
び
し
て
棚
田
保
全
・
継

承
、
サ
ミ
ッ
ト
の
在
り
方
な
ど
、
わ
い
わ

い
が
や
が
や
話
が
弾
ん
だ
。(

ひ
ら
つ
か
さ

ん
は(

舜)

が
平
成
六
年
愛
知
国
体
会
場
で

棚
田
写
真
展
を
全
国
発
信
し
た
際
、
観
覧

し
て
頂
い
た
以
降
、
棚
田
へ
の
思
い
を
一

つ
に
し
た
お
つ
き
あ
い
で
あ
る) 

                   

翌
日
、
現
地
見
学
会
は
菅
棚
田
、
峰
棚

田
、
白
糸
台
棚
田
の
三
コ
ー
ス
で
保
存
会

は
白
糸
台
棚
田
を
見
学
し
た
。
急
峻
な
谷

底
を
流
れ
る
豊
富
な
河
川
の
中
、
水
源
に

乏
し
い
白
糸
台
地
に
水
を
送
る
た
め
に

嘉
永
七
年
に
架
け
ら
れ
た
ア
ー
チ
型
通

潤
橋
で
国
の
重
要
文
化
財
を
見
学
し
た
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

 

 第 111号  



平
成
二
十
四
年
度 

ふ
る
さ
と
・
水
と

土
指
導
員
連
絡
会
議 

 

十
一
月
一
日
、
岡
崎
市
ホ
タ
ル
学
校
を

会
場
に
行
わ
れ
た
。 

                 
 

こ
の
会
議
は
ふ
る
さ
と
・
水
と
土
ふ
れ

あ
い
事
業
実
施
地
区
に
お
け
る
中
山
間

地
域
の
活
性
化
を
主
目
的
に
地
域
で
活

動
し
て
い
る
指
導
員
を
対
象
に
毎
年
持

ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。 

 

事
例
発
表 

松
田
指
導
員
・
柴
田
技
師

に
よ
り
鳥
川
地
区
の
取
組
み
が
紹
介
さ

れ
た
。
概
要 

平
成
二
十
一
年
に
鳥
川
小

学
校
が
閉
校
さ
れ
、
そ
の
校
舎
を
「
ほ
た

る
学
校
」
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
鳥
川

地
区
の
魅
力
と
し
て
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
・
名

水
・
登
山
道
に
加
え
て
、
石
仏
等
の
歴
史

的
文
化
を
「
今
あ
る
自
然
・
文
化
・
農
地

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
地
域
の
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
。 

事
例
発
表
後
、
名
水
、
石
仏
、
ト
ヨ
ト

ミ
梨(

世
界
で
一
本
し
か
な
い)

な
ど
の
現

地
見
学
会
が
行
わ
れ
た
。
会
場
に
戻
っ
た

指
導
員
は
、
各
自
、
地
域
の
掘
り
起
こ
し

(

村
づ
く
り)

の
成
果
、
問
題
点
な
ど
を
提

言
す
る
な
ど
、
有
意
義
な
会
議
で
あ
っ
た
。 

追
記 
ほ
た
る
学
校
の
資
料
室
に
「
古

田
家
所
蔵
」
と
記
さ
れ
た
書
物
が
多
く
展

示
さ
れ
て
い
た
。
古
田
忠
久
先
生
は
平
成

十
三
年
か
ら
二
十
一
年
ま
で
全
国
ホ
タ

ル
研
究
会
の
会
長
を
歴
任
す
る
な
ど
、
ホ

タ
ル
の
先
生
で
あ
る
。
生
家
は
我
が
家
か

ら
も
見
え
る
大
林
集
落
で
通
り
が
か
り

に
は
い
つ
も
「
ほ
い
、
ホ
イ
」
と
声
を
か

け
て
く
れ
る
気
さ
く
な
先
生
だ
。 

 

叙 
 

勲 

 

中
島
峰
広
先
生(

棚
田
学
会
会
長
・
棚
田

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長)

が
秋
の
叙
勲
に
お

い
て
瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

中
島
先
生
は
「
四
谷
の
千
枚
田
」
を
何
回

と
な
く
訪
れ
、
東
京
を
会
場
に
棚
田
講
座

～
四
谷
の
千
枚
田
～
を
タ
イ
ト
ル
に
連

続
講
座
を
開
い
て
頂
く
な
ど
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
身
近
な
間
が
ら
で
す
。
本
当
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

横
浜
ゴ
ム
へ
藁
出
荷 

 

十
一
月
八
日
、
環
境
に
取
組
む
横
浜
ゴ

ム
新
城
工
場
に
広
葉
樹
の
育
苗
や
樹
木

の
敷
き
藁
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、
毎
年

購
入
し
て
頂
き
、
出
荷
し
た
。 

同
社
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
復

興
支
援
の
一
環
と
し
て
海
岸
線
に
防
潮

林
の
植
栽
を
実
施
す
る
な
ど
、
社
会
貢
献

に
優
れ
た
会
社
で
あ
る
。 

              

御
利
益 

 

平
成
十
七
年
四
月
、
千
枚
田
の
四
阿
に

投
句
箱
を
設
置
。
俳
句
や
短
歌
の
愛
好
家

が
投
句
さ
れ
て
い
る
。
以
来
、
そ
の
投
句

箱
に
千
円
札
二
枚
、
百
円
二
個
、
十
円
五

個
、
五
円
一
個 

一
円
三
個
の
計
二
千
二

百
五
十
七
円
が
入
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
ご

利
益
と
し
て
保
存
会
の
活
動
に
使
わ
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

環
境
整
備
活
動 

 

十
一
月
十
八
日(

日)

、
連
谷
お
助
け

隊
・
保
存
会
は
連
谷
地
域
振
興
及
び
活
性

化
の
た
め
「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
事

業
」
の
助
成
を
受
け
連
合
地
区
の
松
下
・

真
菰
集
落
を
中
心
に
県
道
沿
線
の
雑
木

の
抜
木
等
の
作
業
を
実
施
す
る
。 

餅
つ
き
大
会
の
お
知
ら
せ 

 

保
存
会
は
恒
例
と
な
っ
た
「
餅
つ
き
大

会
」
を
十
二
月
九
日(

日)

、
十
時
か
ら
十

四
時
を
目
安
に
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
で
行

う
。
当
日
は
、
つ
き
た
て
の
「
す
ず
は
ら

糯
」
や
個
体
数
の
削
減
を
視
野
に
捕
獲
し

た
猪
肉
を
資
源
の
有
効
活
用
と
し
て
「
イ

ノ
シ
シ
汁
」
に
し
て
振
る
舞
う
。 

行 
 

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
五
日 

 
 
 
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 

出席者(ふるさと指導員・市町・県担当職員) 
・千万町茅葺屋敷持参所の会  加藤勝彦 
・鳥川ホタル保存会          松田直人 
・中馬蕎麦倶楽部            三江弘海 山内良志 
・稲武地区まちづくり懇談会(桑原棚田班) 
               松井晃 
・鞍掛山麓千枚田保存会     林 義明 原田英史  

小山舜二 
・名倉地区営農推進協議会   竹内道王 後藤千里  

原田陽子 
・名倉高原生産組合      鈴木秀次 金田 勉 
市町職員 岡崎市 2名 新城市 1名 設楽町 1名  
東栄町 2名 西三河農林水産事務所建設課 4名 
豊田加茂 2名 新城設楽 3名 県庁農地計画課 3名 


